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よるのうた
暮らしの中で、夜というと時間的なものを思う。

夜の歌を集めてみましょうか、と言ったのは
単なる思いつきではあったけれど

3 人の夜の歌が集まったところで感じたのは
決して時間的な夜ではなかった。

きっと誰の中にも、夜という空間や要素が
それぞれの質感、サイズ感で存在している。

そんな気がした。
（J）
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瑚五行歌部（仮）について
　五行歌とは、「五行で書く」ことだけがルールの短詩型です。私たちは、1990 年代

後半から草壁焔太氏の創立した「五行歌の会」に所属し五行歌を書いてきました。そ

の間、五行歌を知る人、書く人の数は少しずつ増えてきました。それは、この五行歌

というかたちに魅力があることのひとつの証しだと思います。もっともっと広く知っ

てもらえたら。そんな思いで、2019 年秋、栢瑚五行歌部（仮）を立ち上げました。

　各種イベント等で、五行歌に関する発信をしています。冊子『栢瑚』は年一回のペー

スで刊行し、今年で 4号目になります。五行歌やエッセイ、栢瑚の活動などを掲載し

ています。こちらもお手に取って頂けたら幸いです。 kashiko.co


